
秋が深まって…やがて冬に。 

 

。 

 

「食べたいなぁ、あったか～い料理が」 

「写真を見たい！撮りたい！」 

「芸術に触れよう」 

 

 

 

 

 

 

 

    

       

 

 

『名もなき平日鍋 100』 オレンジページ （一般） 596/ナ 

 

 

『かけ焼きおかず』山田 英季/著   

 グラフィック社 （一般）596/ヤ 

   

 

『いちばん美しい季節に行きたい世界の絶景 365 日』 
TABIZINE/著， PIE International/著 

 パイインターナショナル （一般） 290.87/イ 

 

 

『まるごとわかる!撮り方ブック』 山崎 理佳/著     

日東書院本社 （一般） ＰＣ/743/ヤ 

 

 

『美術館へ行こう』 伊藤 まさこ/著   

 新潮社 （一般） 706.9/イ 
 

 

『子どものアトリエ』 西巻 茅子/著  

こぐま社 （一般）726.5/二 
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2023 年 11 月発行 

 

＝休館日 

●開館時間  

９：３０～１８：３０ 

 

＝菊川読書の日 

 

★11月の図書館カレンダー 

２３日 

＝おはなしのじかん 

 14：00～14：30          

14：00～１４：30 

4日 

   

【11月の行事】☆11月 25日（土）雑誌リサイクル 

               9：30～なくなり次第終了 

        

 

  

秋と言えば紅葉です。山の色づきも濃くなってきて

『携帯電話のカメラ』で思わずパチリ。筆を取って『キ

ャンパスに描いてみよう』。そう思った時が芸術に触

れるチャンスです。色々な写真を見てかっこいい写真

の構図を研究したり、美術館に行って芸術とはどんな

ものなのかと観賞したり、秋が完全に去る前に『芸術

の秋』を楽しみませんか？ 

 

       ●今月の特集のテーマは・･･ 



    

 

 

     

昔 の 菊 川 町 何 が あ っ た ？ 

着 

参照： 『広報 きくがわ』 菊川町役場企画課/編 菊川町役場 S/05/キ 

『すぐに役立つ 366 日記念日事典』 加瀬 清志/著，日本記念日協会/編  

創元社 386.9/カ 

『脳が疲れないコツ。 Dr.クロワッサン』  マガジンハウス 

 （一般） 498.39/ノ 

ぼんやりしている時間が増えた。人の名前がなかなか 

出てこない。気が散ってスマホばかり見ている…。 

脳の疲れや衰えを感じる 50、60 代の悩みに、2 人の 

ドクターが回答。脳が元気に、心が楽になるヒントが 

満載。 

 

貸出中の場合は、予約をご利用ください。予約のお申込は、 

窓口や電話、図書館のホームページからも出来ます。 

 

『いじめ防止法 こどもガイドブック』 佐藤 香代/著， 

三坂 彰彦/著，加藤 昌子/著，まえだ たつひこ/絵   

子どもの未来社 (児童) ３７１/イ 

      いじめから子どもたちを守る｢いじめ防止法(いじめ防止

対策推進法)｣をわかりやすく伝え、「いじめられたら」「い

じめてしまったら」「いじめを見たら」という３つの立場

の子どもたちへ弁護士がアドバイスする。 

 

 

 

おすすめ資料 

『１０月４日１０４歳に１０４句』日野原 重明/著  

ブックマン社（一般）911.36/ヒ 

『今日も、私は生きている。世界を巡って気づいた 

生きること死ぬことの意味』  

曽野 綾子/著 ポプラ社 （一般） 914.6/ソ 

     92 歳になる著者が、様々な国で出逢った富める人、貧

しい人、幸せな人、不幸な人…。それらの出会いが人

生に与えてくれたものとは? あなたの価値観を問い直

す、背筋が伸びるエッセイ集。 

 

昭和３８年までは「農業祭」と言う名前で開催されていたお祭りは昭和３９

年から「文化産業祭」という名前になりました。また、町民が芸術文化に親

しむ機会を作ろうと、この年から農林部門の他に工芸や音楽芸能関係も扱う

ようになりました。 

１１月３日の「文化の日」は『自由と平和を愛

し、文化をすすめる日』として制定された国民

の祝日です。山口県生まれの日野原 重明医師

の平和・愛・笑いが詰まった 104 句を是非！ 

昭和３９年１１月２６日 

『第一回文化産業祭』 
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